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林源十郎家は倉敷の名望家として薬種商を営んできた。その当主は、代々、源十郎を襲

名している。本目録に関わる大部分は第十一代源十郎(本名蘇太郎、 1865~1935)の関係

のものであり、日記の A・1 から A・7 までのみ、第十代(林欣二)のものである。また

C・205,C・206 に列挙された60点もの書簡の受取人である林彪太郎は第十二代を襲名する。

明治という新しい時代の日本の地域社会に、外来の、それまでしばしば異端視され邪教

視されてきたキリスト教が、どのように浸透定着したかについてはさまざまな事例研究が

提供されている。竹中正夫『倉敷の文化とキリスト教』(日本基督教団出版局、 1979年)も

そうした事例研究のーつである。倉敷の場合、進取の気性に富んだ地域の名望家の果たし

た役割の大きさを竹中は強調した。倉敷紡績をおこす大原孫三郎、その大原に岡山教会で

の教友であった石井十次を紹介した林源十郎(第十一代)、その源十郎と近隣に育った関係で

あり義兄弟ともなる山川均。このキリスト教人脈はいずれも社会派指向を示す。実業家と

して社会政策と社会問題に強い関心を示し、大原社会問題研究所や労働科学研究所のスポ

ンサーともなった大原孫三郎、孤児院経営の社会事業に一生を捧げた石井十次、社会主義

者のりーダーとなった山川均。林源十郎が残した日記や書簡には、こうした人脈が如実に

反映されている。

林家にかかる資料群の管理を託されていた、第十一代源十郎の孫に当たる上田昌三郎氏

は、これらを市民の公共物として活用されたいとの英断を下され、その結果、林家資料は

倉敷市総務課市史編さん室、石井十次資料館、そして同志社大学人文科学研究所に寄贈さ

れることとなった。同志社大学人文科学研究所への寄贈については、前記著書の執筆以来、

林家と上田氏に親交のあった竹中正夫氏が仲介の労をとっていただいた。同志社大学人文

科学研究所への引き取りは2005年7月、2006年4月、同年11月に実施された。本目録は、

こうして3次にわたって同志社大学人文科学研究所に引き渡された林家資料の目録である。

あらためて上田昌三郎氏のご高配に感謝したい。

本目録作成の実務は、内容略記のメモの部分も含めて、人文科学研究所事務室嘱託要員

の竹内くみ子によるものである。

なお仲介の労をとっていただいた竹中正夫氏は、 2006年8月に逝去された。

2006年12月

同志社大学人文科学研究所

田中真人



1.本目録はAから D までの 4つの項目に分類されている。各々の項目は年月日順に

配列されているが、 Cの書簡については差出人毎の年月日1順になっている。

2.目録の記述

1)目録の記載事項は目録番号、タイトル、著者、年月日(和暦)、西暦年、形状、備

考1、備考2 となっている。

2)タイトルは原表題に拠ったが、原表題のないものには適宜タイトルを付与した。

3)著者は直接的な著作者のほか、編者等も記載した。林源十郎とのみ記されている

源十郎は第十一代林蘇太郎であり第十代は氏名のあとに(第十代)と付記した。

4)年月日の不明なものは「年月日不明」とした。書簡については書簡本体に記載さ

れている年月日としたが、封筒の消印によるものは(消印)を付与した。

5)形状はぺージ数、枚数、冊数、通数等を記載した。大きさは写真のみとした。

6)備考1は資料の内容に関することを、備考2には形態に関することを記載した。

凡例

以上



A:日記

B:自筆原稿

C:書簡

D:写真その他
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1補記:孤児院衛生事業担当として薬品ほか衛
生材料寄付りスト
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IA-32

ミ大正5年林源十郎

1林源十郎 大正6年

1梅御 .大正7年

林源十郎 大正8年

,1林源十旦3 大正9年

大正10年;林源十郎

林源十郎 大正Ⅱ年

林源十郎 1大正12年

林源十郎 1大正12年
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1 、、'J
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C:書簡

ミ
手゛ノ

モ 支§ネド七

家厳書簡一
(林彪太郎宛書簡)1林源十郎、浦'明治37年一明治40年

11907ー

1明治40年一明治41年江908、C-2

家厳書簡二

(林彪太郎宛書簡);林源十郎、浦
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烹1

家厳書簡三
(林彪太郎宛書簡)

1巻

ー"河盲瀞暦)1,

家厳書簡四
(林彪太郎宛書簡)1林源十郎、浦

1914

1
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明治42年一明治44
1林源十郎、浦 i年
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1907

家厳書簡六

1林源十郎、浦 1明治45年.(林彪太郎宛書簡)
1 ;

{軸装
j木箱入り

ル1

IC-フ

号

1巻

家厳書簡七
(林彪太郎宛書簡)1林源十郎、浦{明治45年

イfキ、÷、、、、Y、゛,゛ Y

,明治37年4月10日~明治40年6月4日までの計;
122撮、゜1軸装
1岡山中学寄宿舎に在宿中の彪太郎宛書簡 1木箱入り

明治U年

1巻

1909-

1911

家厳書簡八
(林彪太郎宛書簡)ミ林源十郎、浦

江9通 1軸装
.1巻 1東京大学在学中の彪太郎宛書簡木箱入り

.大正3年5月10日~大正年7月15日までの計171
:通

1繊1巻 1東京大学在学中の彪太郎宛書簡 木箱入り

IC-9

明治40年2月25日~明治41年12月2日までの
1計19通 1軸装
1岡山第六高等学校在学中の彪太郎宛書簡 1木箱入り

1明治42年1月21日~明治44年6月8日までの計1
122通 1軸装
岡山第六高等学校在学中の彪太郎宛書簡;木箱入り
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家厳書簡十一 ゞ

(林彪太郎宛書簡)j林源十郎、浦

11912
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1明治44年9月20日~明治44年12月10日までの1
1計17通 1軸装
1東京大学在学中の彪太郎宛書簡木箱入り

1明治45年1月9日~明治45年3月12日までの15

111籍器鳶語_1""
1通 1軸装

{明治45年4月14日~明治45年6月24日までの/

大正1年
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家厳書簡十二
之

、(林彪太郎宛書簡)1林源十郎、浦 i大正3年
之

家厳書簡十三
'林源十郎、浦 1大正3年(林彪太郎宛書簡)

,明治34年9月、3旧_

_1太"正2午6月24旧

明治44年12月14日

大正2年
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'

電

1巻

IC714、

1

! 1912

号

1軸装
1木箱入り

.

16通 1軸装
1東京大学在学中の彪太郎宛書簡 1木箱入り

1大正元年9月Ⅱ日~大正元年12月10日までの1
計21通 '軸装
1東京大学在学中の彪太郎宛書簡 1木箱入り

大正2年1月19日~大正2年3月20日までの計
25通

東京大学在学中の彪太郎宛書簡

C一巧
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石症十次宛晝簡_淋源ナ郎_

1巻

,大原君の結婚式日程のこと等報告(後半は大
1原孫三郎這記)__,.、ロ_____封書1通,

!菅先生岡山医学専門学校に辞表出され開業
封書1通.される御様子_、

封書1通易1」紙揮毫「難有」送付旨

1巻1913

IC-16

大正2年

'

11913

林源十郎宛書簡 1留岡幸助

1,1913、
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1巻

1

1軸装
1木箱入り

1軸装
木箱入り

1大正2年4月15日~6月19日までの計18通
1東京大学在学中の彪太郎宛書簡
'

1大正2年9月9日~大正2年12月13日までの計
,24通

東京大学在学中の彪太郎宛書簡

:大正3年1月24日~大正3年4月24日までの計
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艮

1§襲、 1、ミ曳、炎珍愚','、

、11、1 、滅ISI'避

C-17

C-18

林源十郎宛書簡'石井十次

林清子宛書簡 1石井十次

林清子宛書簡;石井十次

林清子宛書簡,石井十次

林清子宛書簡石井十次

林源十郎宛書簡 1西内天行
ーーーー'ーーーー唯一"ーーーーー"

林源十郎宛書簡 1大原孫三郎

林源十郎宛書簡

C-19

'C-39

§途、ゞゞ§§じ'、.1、jJ.玉

C-20

C-21

封書1通 1茶臼原での下村様の様子一報
号

封書1通 1子供の病状一報^
之

ハガキ1

11915 通 清子刀自,の七十を賀す

封書1通{先のことはわからず万全を期す計画の外なし1911

1 明治44年10月11日
1

1上阪の石井氏と面会お元気の御様子。昨日は1
封書1通 1倉紡の歴史になき綿を買入る.大原孫三郎(消印) 1911

、

1明治44年11月 He
封書1通 1二十二銀行明日、期限に付延,期の交渉御願,林源十郎宛書簡 1大原孫三郎 1(消印)

^

1911
"肌、、ー,ー、、、ーー、ι........゛...."

{講演申込人五百名に達し大兄に感謝。明日
1は帰宅に付孤児院借金問題石拜兄とh合せ

林源十郎宛書簡 1大原孫三郎、大正1年12月16日 1912 、封書1通 1御願

4

"ーー゛ーーー゛

C-22

之

C-23

年不明6月8日

年不明8月21日

年不明8月23日

年不明6月2日

年不明3月4日

大正4年1月4日

明治44年3月10日

C-24

C-35

゛ぎ"＼"讐ミ1
ゞ

C-25

'

ミキ遥"

11§ミ璽ゾニ1Ξ11・

'ご形

C-40

'^
之

■..、、リ

IC-26

τ

住友家より孤児院大阪事業の為寄付申し出の1
封書1通 1件報告

1^、'"・二●1§・

IC-41

C-27

、封晝、1通 1茶臼原での農業の様子二邦__

封書1通 1神様への祈りの日々のこと等

林源フヒ郎宛晝簡~i太原孫三郎{大正β年9月12日'_1,1917ー゛,,叩叩J U..乢、、UU乢J」乢 J,,叩J゛゛、りり、、、リU Uレーー」ー、J, J1 リ乢J 、肌、 J ↓.叩゛、、、゛、J,

、林源・ヒ郎宛書簡、,'大原孫三郎 1午月太詳之5日 1^.

J,ι、゛、

1

林源十郎宛書簡 1大原孫三郎 1年月未詳25日

大原孫三郎宛書
徳富猪一郎 1大正2年6月26日簡 1913

、

大原孫三郎宛書
徳富猪一郎,大正3年12月21日、1914簡

キ

大原孫三郎宛書

1徳富猪ブ郎_,1大正5年11月22日簡 1916

大原孫三郎宛書 ゞ

,徳富猪一郎 1大正6年6月簡 11917

'

大原孫三郎宛書

徳富猪一郎 1大正8年Ⅱ月8日簡 1919

大原孫三郎宛書
簡 大正Ⅱ年4月8日1徳富猪一郎 1922

、林源十、郎宛晝簡_1山、、室軍平_、1大正瑶年12月、13、戸
之

1大正12年12月18日林源十郎宛書簡 1山室軍平

1大正12年12月22日江923林源十郎宛書簡、山室軍平

、

.林源十郎宛晝簡.1山室軍平__ミ大正12年12月26日_、1923

'

林源十郎宛、晝簡、1山室軍平大,正13年閉f,日

1大正13年3月31日林源十郎宛書簡 1山室軍平

C-36

C-29

C-30

;封筒なし

1封筒なし

_1封筒なし,

C-31

封書1通,1車中の様子ニブ報

封書1通ミ石井兄上京の事は祈祷会では秘密に御願

封書1通 1児島、石井家婚礼打合せ

'河田嗣郎氏集費七月中には送付に付同月中
封書1通.に交付御願

岡部氏同行にて宮内大臣に面会、委細依頼
,封晝1通、辻三付岡部氏へ礼状御願

_封晝1通二拙著特製ブ部拝呈

山路愛山氏書籍並遺稿同志社へ寄付の件依1
封書1通.頼

今回の奨励会は帝国国民教育に対する一大
封書1通抗議に付寄付金を御願

本月下旬鹿児島行きの途中茶臼原に立寄り

封書1通 1石井氏の墓参を予定

'石井十次氏知友冨海松兵衛氏財政困難に付1
封晝1、通_ゞ太原氏に援助依頼.

封書1通 1冨海氏への御配慮御礼

封書1通 1冨海氏援助の件依頼
ハガキ1

_枚、_,.御懇晝の御教訓万金に、換ミ難L_

130日宮崎で石井十炊君の十年紀念会へ列 1
_封書、1通 1席Σ三れを機に社会事業協会の設置決定___1__

1長女渡米に付配慮御礼、先日大原氏を被害
封書1通 1地区に案内一巡す

1924

C-37

C-33

C-38

C-34
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C-42 林源十郎宛書簡 j山室軍平

IC-43

C-44

'C-60

}ブース大将来朝の節の御礼、妻の治療費借刷
1の依頼__.____________1,

、、、、、、 QJ、、

ゞゞ゛、趨、ー

林源十郎宛書簡,山室軍平

林源十郎宛書簡山室軍平

林源十郎宛書簡'山室軍平

、林源十郎宛晝簡_1山室軍乎,

林源十郎宛書簡 1山室軍平

林源十郎宛書簡 1山室軍平

林源十郎宛書簡、山室軍平

林源十郎宛書簡,山室軍平

林源十郎宛書簡 1山室軍平
Q

林源十郎宛書簡 1山室軍平

林源十郎宛書簡 1山室軍平

、林源十郎宛書簡_山室軍平゛'

林源十郎宛書簡 1山室軍平

林源十郎宛書簡'山室軍平

、林源十郎宛書簡、1山室軍平

C-45

C-46

、、

^

林源十郎宛書簡 1山室軍平

。林源十郎宛書簡,山室軍平

林源十郎宛書簡、1山室軍平
1

林源ナ上E宛晝簡_,1山室軍平

林源十郎宛書簡、山室軍平

林源十郎宛書簡,山室軍平

_林源十郎宛書簡_1山室、軍平

ノ'→ト .、"゛.

C-47

大正13年4月14日

C-48

;大正13年6月26日江924 封書1通

大正13年6月26日 11924 封書1通

大正13年6月30日 11924
4、

1、、
ハガキ1

、_大正13年7月22、日_二喫4 _枚___神戸ではブ足違VΣで御、目.契かかれず残念

大正13年10月1日 1924 封書1通 1岡山天城での集会の打合せ

1大正13年11月H日辻924 封書1通 1岡山での集会の礼状

大正13年H月30日,1924 。封書1通

大正14年3月、110_'江925,_封書1通_j甥の就職先斡旋依頼く履歴添付)_

大正14年4月6日 1925

;大正14年4月13日;1925 封書1通 1「馬太伝講義」二十部拝受に付御礼

1[大正14年]4月23日辻925 封書1通.出席者氏名一覧(カ)

封書1、通、渡欧の準備金不足に付援助、申出大正14年6月1日 1925

11925 封書1通 1渡欧準備金の御援助御礼大正14年6月4日

大正14年6月23日江925 封書1通;貴兄及び大原氏より渡欧費用援助に付礼状

1英国へ明日出立、大原氏へ本年度分の救世
大正14年6月29日_19,25 _封書1通_1軍への寄付依頼_

1

大正14年8月22日 11925 封書1通

大正巧年 封書1通1926

'

、大正15年7月6日 1926 、封書1通 1帰朝報告、岡山孤児院解散は実に遺憾

1大原孫三郎氏宛領収証(救世軍日本本営へ
封書1通 1の寄付ブ千円)________,大正15年8月7日

'封書1通、1今朝黒三の新聞だ岡山孤児院解散を、伝える、.大正15年1ρ月4日 1926↓Ⅷ^

封書1通 1岡山での礼大正15年10月7日 ・ 1926

之

1大正15年11月12日、1926 封書1通 1岡山での集会成功、御尽力に感謝

昭和2年1月5日江927 封書1通
之

1詔和2、年、1打1明 11927 _封晝1通1御援助金拝受に付御礼_

C-49

'

C-50

0、、醍,、、、,゜1、ミ;、、゛ノ
、しノ、、ノ¥、ιIJ

ニゞ.,1〒、'一卦

江924

IC-51

!C-62

5

封書1通 1長女来る19旦渡米に付挨、拶状
日本救世軍収支予算表泊大正12年10月至
大正13年9月、大震災に於ける救世軍の運動
(謄写版印刷物)

}震災以来救世軍経営苦心に付大原氏より御
1約束の金尽力御願

倉敷での小隊設置本年は見送り、大庭氏と今
封書1通、後の孤児院の方針検討

、尋゛、,、、、',-1、,、、、t、'ヘキW"1ψ' 1/、

.C-52

C-53

IC-63

C-54

IC-55

源十郎宛書簡{山室軍平__

ゞ

C-56

、1去る16日無事ロンドン到着ブ粗 1

'大原氏より寄付金拝受、ブース大将の諸集会;1郵懸劇',

C-57

'___1,_

C-58

IC-59

■】柴君詰婚に付依頼_

1御出版の『馬太伝講義』二十部程御願、小生71
封書1通月1日に英国に向け出航 1

,C-66

林源十郎宛書簡'山室軍平
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C-67

.C-68

IC-69

IC-70

林源十郎宛書簡山室軍平;昭和2年1月17日 1927

林源十郎宛書簡1山室軍平昭和2年1月25日 江927
Ⅷ一ー゛リ^リ心一^^゛ー^、、,{一ーー

、林源十郎宛書簡、山室軍平ミ昭和2年5月25日 1927

1

林源十郎宛書簡.山室軍平'昭和2年6月27日 江927

林源→二郎宛書簡,1山室軍平 L昭和2年7月28日 11927

_林源士郎宛書簡1山室軍乎 1昭和2年、10月6日 1927
1

号

林源十郎宛書簡'山室軍平昭和2年12月15日江927

、林源十郎宛書簡 1山室軍平 1昭和2年12月24日 11927

1山室軍平(代 1
林源十郎宛書簡 1筆) '昭和2年12月29日 1927竜

号

林腹士郎宛書簡_辿室軍平__,1[昭和3午1卵4貝 11928ーー1"一{一
ゞ '

1

、林源十郎宛書簡 1山室軍平、昭和3年1月12日 t 1928

之

林源十郎宛書簡1山室軍平'昭和3年4月13日江928

林源十郎宛書簡'山室軍平_,1昭和3年4月27日 1928

林腹ナ郎宛、書簡_1山室軍平 1昭和3年6月.28戸 1928
ゞ

林源十郎宛書簡 1山室軍平 昭和3年7月25日

、林源十郎宛書簡 1山室軍平 昭和3年9月17日

林源十郎宛書簡 1山室軍平 1昭和3年10月17日江928

林源十旦最宛書簡_山室軍平___1昭和4年4月16日 1929

之

、林源十郎宛書簡 1山室軍平 昭和4年5月14日 1929
'

林源十郎宛書簡 1山室軍平 昭和4年6月5日 1929

林源十郎宛書簡,山室軍平 昭和4年6月14日 江929' UU .

'

林、源十郎宛書簡、山室軍平__.昭和4年6月,15日__ル929JJJJJ JJ^

林源十郎宛書簡 1山室軍平 昭和4年6月17日;1929

之

林源十郎宛書簡!山室軍平 昭和4年6月17日 1929

,林腹十郎宛晝簡_山室軍平, 昭和4年6月27日 キ 1929

、き・ゞ■い鎚一＼、、,二多
'、、、、之、υι、

IC-71

゛ C述tイ゛、■ゞ、ゞ゛゛"弐父ゞモ、
',・良.和暦),、、・i、

,C-72
1-ーー

;C-73

6

IC-87

亀

゜C-74

1、トキ、ι、、

、¥6
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1'§..、
キ4に}珍,、゛噂屍

'
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IC-88

叩"'

;C-フフ

之゛ミ、xt寺1ごミミ六ミ~i^119t41鴛1ケ§1、,武
'、、.ミゞ、イミ゛ξ身÷,'ー、、時J,、、

封書1通

封書1通

封書1通

封書1通

ハガキ1

枚

C-78

1岡山は一日半の滞在に付倉數への立寄りは,
1御容赦の程御願

1大原氏よりの金二百円を拝淫に付御厚意感謝、

1御地での集会種々御配慮に感謝、今年は御
1地に小隊を設置する予定'

1倉敷小隊開設に付種々の御世話御賛助御礼

1御親切なる御取斗感謝

、゛円ι゛リー^Ⅷ^

C-79

IC-89

C-80

;C-81

の保田井君へも御後援

、

山抽一ーー飢
11928 、封書1通 1果物拝受に付御礼IC-82

.、諦唖■"喰岬地闘瓢"都'迷__
、ノ、

封書1通 1の予定

,C-90

1

C-83

.C-91

{ロンドンよりアンスウォルス少将来日に付大原

、封書1通 1氏への面会取計御願

,封晝1通_i太原氏との面会日、時ニブ報
キ

アンズワルス少将神戸入港延引に付8日の玉

'封書1通 1島での集会へは参上可能 .,

封書1通 1倉敷及び玉島での集会成功に付礼状

封書1通 1神沢氏葬儀の模様一報

封書1通'岡山行き中止に付一報

目も1順調に回復、大原氏より寄付金一千円受

、封晝1通_1領__{_ "ーー,ーーーー

IC-84

ゞ

IC-85

封書1通;先日来訪時の礼

封晝1通_1御迭男無事御帰朝に付奉賀
1

封書1通 1門司、熊本での集会の模様一報

大原夫人の病気治癒祈願、樺太行き旅程一.

封書1通 j報
'

封書1通.駒田大尉への御忠告御1

_封晝、1通.太原,氏籍数,世軍への寄付の性依頼_御顧

封書1通{佐藤健三氏紡績会社東見学の件依頼

封書1通 1駒田大尉の件御礼

'

1

!C-86

封書1通,1駒田君
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林源十郎宛書簡;山室軍平C-92 昭和4年7月3日 1929

_林源十郎宛書簡_、1山室軍平、,,、昭和4年8月1日、
ゞ

C-93 '・ 1929

林源十郎宛書簡、1山室軍平 1昭和4年10月31日 11929二C-94

,

IC-95 林源十郎宛書簡1山室軍平昭和5年1月8日 封書1通"親戚の者へ就職斡旋依頼1930
号

号

林源十郎宛書簡.、1山室軍平、1昭和5年1月28日、.11930.封凱通 1高梁に会館新築の件御尽力御、願_C-96

縛;797__林源士郎宛晝簡_山室軍平_、●昭和5年1、月29旦_ 封晝1通_i、高梁に会館新築の件御尽力御願_'

"・Jご

7

'、、゛、~、、゛、>',

、通ミC}.無、1,

ε

1930
Y '→ン

1

冷館建設予定地の図面、登記簿ほか送付御 1
1

,C-98 林源十郎宛書簡1山室軍平昭和5年2阿3日 1930封書1通1願 1

IC-99 .林源十郎宛書簡1山室軍平 1昭和5年2月5日 封書1通、田中一件御配慮に付御礼11930

号

IC-1ρ0.林源十郎宛晝簡'1山室軍平_昭和5年2月8日 11930 封書1通_御立替頂し》た建設資金返却の件1三付ブ報__、1_

1 ・ 1.,、、.・k,101-一林源士郎宛晝簡、j.山室軍平__、昭和5午2月1,2B__,1193Q{_謝書1通_願靈_________{______1_

1嘉欝1、

封書1通 1田中一件に付御教示御礼

封書1通 1会館建設の件詳細相談1930

1満州からの婦途会館建設の件御相談に立寄
11930 '封晝1通 1る予定_,

1渡満の前に高梁の会館設計等に付御相談御
封書1通 1願11930

、'リ

、、.、 J,/J-

11゜、}玉、、'癌

、封書1通 1妻への薬品拝受に付御礼

毛

林源十郎宛書簡山室軍平C-102 昭和5年2月12日江930ナ

林源十郎宛書簡1山室軍平昭和5年2月15日C-103

ゞ

ゞ

IC-104__林腹十郎宛書簡_山室軍平 昭和5年2月18日

。林源士郎宛書簡、1山室軍'平_-105 昭和5年明19日ιWル,

C-106 昭和5年2月22日 11930

;昭和5年3月He 11930IC-107

1昭和5年3月18日_,11930÷・・・・,,、・・,・

昭和§年3月、31.日_、江930

之

昭和5年4月12日 11930

1昭和5年4月22日 f1930

1昭和5年4月24貝, 江930

昭和5年7月、15日__'1930

昭和5年7月15日 1930

昭和5年7月29日江930

',t昭和5年1月29日 1930

'

、、 f 、、イ"ノ"ミ、、4/,"',/、、芋、、、。、゛、

封書1通 1大原氏よりの御寄付の件御取計いに謝意

封書1通_1台湾より,婦朝叉邦'
号

岡山県知事からコンマンダー御招待の件先方1
封書1通,より辞退あり

、゛、゛'

'肌一゛Jι゛、、W゛J叩リ

林源十郎宛書簡,山室軍平

林源十郎宛書簡 1山室軍平

ICTW8 _林源十旦β、宛書簡_1山室軍平、

IC→ρ9__林源士郎宛晝簡 1山室軍平'

林源十郎宛書簡 1山室軍平ミC-110

IC-1H 林源十郎宛書簡 1山室軍平

'C-112 林源,t郎宛書簡,、1山室軍平
1 、"

IC,113_、、林源十郎宛書簡_加室軍平
竜

林彪太郎宛書簡 1山室軍平}C-114

,C一Ⅱ5 林彪太郎宛書簡、山室軍平

C7116 林源十郎宛書簡山室軍平 封書1通_高梁会館献堂式に御出席御礼

^ー、リ^

ーー"^ーー、ーーー

゛^J^、、、^、、

、封書1通,..1高梁の会館の起ι〔式並.1.こ定礎式K付ブ報

1書留

封書1通 1会館設計に付再考御願
1財産会議の議員たち出征中に付来週返答(会1

封書1通 1館建設の件か)
え

封書1通 t会館設計に付御再考御願,

芸妓屋建設反対運動に石山へ参った後御地
_封書1通',1へ立寄りg?予定__

1大原氏よりの御賛助金本年も御尽力御願、エ
封書1通 1事の進捗状況等御報知御願

ユ

1藤木組請負の件御尽力に感謝、大原氏より金'
封書1通1壱千円拝受' 1

、封晝1通_1高梁会館設立に御尽力御IL

封書1通 1御寄贈のフィルム御礼
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゛、、4ゞ、゛、ミ亀ι
、,専1蔀.゛、f 、

Jノノ、→JJ、

林彪太郎宛書簡 j山室軍平C-117

C・Hβ_林腹十郎宛書簡、1山室軍平

.山室軍平C一Ⅱ9 林源十郎宛書簡

C-120 林源十郎宛書簡 1山室軍平

林源十郎宛書簡山室軍平
'

C-122 林源十郎宛書簡;山室軍平

C-123 林源十郎宛書簡山室軍平

林源十郎宛書簡 1山室軍平C-124
ゞ

C-125 林源十郎宛書簡'山室軍平

'

C二126__林源十郎宛晝簡'1山室軍乎

C-127 林源十郎宛書簡,山室軍平

'
ゴ

林源十郎宛書簡 1山室軍平C-128

C-129 林源十郎宛書簡山室軍平

林源、十郎宛書簡 1山室軍平_C-130
竜J肌^、、

キ

林源十郎宛書簡;山室軍平C-131

林源十郎宛書簡油室軍平!C-132

C-133 林源十郎宛書簡'山室軍平

C・134,井源十郎宛晝簡 山室

林源十郎宛書簡 1山室軍平IC-135

C-136 林源十郎宛書簡'山室軍平

林源十郎宛書簡、山室軍平'C-137

C・138 _井源十郎宛書簡,1山室軍平_

C-139

、、゛1、、、

、§卜貫

輯

4

IC-121

゛

竜

/1
マ、

/J 、、、、

§智'こj'、、巡、'

§~和暦§、き

昭和5年8月1日

!昭和5年9月、20日

昭和5年9月24日

昭和5年10月6日

'昭和5年10月24日

゛^j

1932

゛'、'丸瓢゛

,,西暦

"

江930

江930

封書1通幻燈器械代金支払いに付ブ報

先日の集会御礼、名古屋の見市氏へ御忠告
封晝1通御指導宜しS復願

封書1通 1写真拝受に付御礼

封書1通・いざり車への御寄付金拝受に付御礼

封書1通'ロスアンゼノレスでの集会の事等7報

ハガキ1

英国1三向かう叉ジェスチック号船中,より1τ',報枚

封書1通 1沿道の集会に出席後無事帰京

封書1通 1田中正への結構なる御取計感謝

封書1通、高梁での行き届きたる御取調」三感謝

封書、1通辻聖潔とは何え"を発行にイ丈御ブ覧御願

封書1通 1神沢未亡人の住まいの件御配慮に付御礼

'

封書1通'大原氏より御送金の件御配慮に付御礼

ナ^

昭和5年,11月6貝__,1930

昭和5年12月12日 11930

昭和6年1月9日 1931

1昭和6年2月2Ze 1931

,昭和6年3月20貝 11熊1'

昭和6年3月26日 1931

昭和6年3月31日 1931

昭和6年4月16日江931

、昭和6生4月21貝_■1931

昭和6年7月29日 1931

昭和6年8月25日 1931

1昭和6年9月21日 1931

昭和1年3月21日_、'1932

昭和7年5月9日 11932

1昭和7年8月6日 1932

{ 19321昭和7年7月23日

1930

キ

11930

'

1930

,小生多忙に付代わりの士官を慰問に遣わす故1

1御寛容の程御願 1

1救世軍への賛助金並にライブラリへの援助金 号

,封書1通_1三宅元雄氏へは手紙に工勧告_____._ー、.ー

,感謝祭の成績全国的に良好に付感謝、大原 1
封書1通1氏からの寄付により購入の書物目録作威 1昭和7年10月28日江932

之

t昭和8年11月15日 1933ミ

1昭和4年U月22日 11929

8

封書1通 1凪中正の儀引続き御使用の程御願

昭和1年、7月2曼日

竜

IC-140 、封書1通注宅氏葬儀に倉數来訪時の御礼

封書1通.1ブース嬢への葡萄拝受に付御礼

封書、1通_1田史正への寛大なる御取計に対し奉謝
1臼井中校の件に付御配慮御礼(臼井中校の

封書1通 1書簡同封)
j

封書1通 1病気見舞い

封書.1通御恵与の品拝受に付御礼

封書1通 j石井氏の追悼座談会への出席は未定

封書1通

封書1通・三宅氏偽証罪にて告訴せられしこと心配す

封晝1,通'大原氏へ御取計いのに付御礼

{林源十郎宛書簡 1山室軍平

司

ic-141

J'÷J ゛、Jム、

'釜゛L、

林源十郎宛書簡 1山室軍平

林源ナ郎宛書簡_;山室たみ子
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゛'、j少切■、ン3'、

、.,4加yl.f

林源十郎宛書簡、山室民子C-142

林源十Rβ宛晝簡 1山室悦子'C-143

C-144 林源十郎宛書簡 1山室悦子

之

林源十郎宛書簡 1山川均C-145

林源十郎宛書簡 1山川均C-146

林源十郎宛書簡山川均C-147

林源十郎宛書簡山川均C-148

IC-149 林源十郎宛書簡'山川均

C-150 林源十郎宛書簡,山川均

'

IC-151__林源十郎宛晝簡_1山川均

IC-152 林源十郎宛書簡 1山川均

林源十郎宛書簡 1山川均C-153

C-154 林源十郎宛書簡.山川均

C・1弱,林源十郎宛晝簡 1山、川均

林源十郎宛書簡 1山川均

林源十郎宛書簡油川均

1山川均林浦宛書簡

_、1山川均

山川均

1山川均

1山川菊栄

_1山111菊栄_

'C-156

之

"-1

1

!C-157

'C-158

暦、ノ、ー争 1、り、、、÷、¥'

1昭和5年6月26日 封晝1通 j渡欧中の父並入院中の母の様子「報1930

1,昭和4午9月18日_ 11929__封晝1通,梨振叉t野噸却礼__

山室宛の親展拝受に付一報(山室台湾旅行
封書1通'中に付)昭和4年7月24日 1929

封書1通,白桃拝受に付御礼昭和8年8月30日 1933

'

昭和8年9月13日 封書1通,欣四郎殿の御良縁を祝福1933

封書1通先日の倉敷滞在時の礼状(菊栄の礼状同封)11昭和9年4月4日 1934

昭和9年4月21日 11934 封書1通色々の品拝受に付御礼
'

昭和9年5月8日辻934,封書1通、清さん凱旋皆様ご安心のことと推察

;昭和9年6月23日 11934 封書1通鼬、蜜蜂等を飼育

詔和9年8月4日 1、熊4___封晝1、通,1晢子殿御永眠に付弔詞'

'雑誌の依頼で東北凶作地方の状況見聞に出

昭和9年11月8日 11934 封書1通、張昨日無事帰宅
清五郎殿御婚儀御祝、鶉の飼育本格的に開;

昭和9年12月21日 11934 封書1通、始する

昭和1ρ年1月2巨貝_11935,。封書1通、振作の高等学校受験のこと等報告

_1昭和,10年2月1ヨ__11935___封晝、1通 1銅直氏への御口添の件宜しく御願

1振作の高等学校受験のこと、鶉飼育の為藤澤1

昭和10年2月10日 11935 封書1通 1へ移転の予定
之

1935 封書1通{振作受験のこと、うづら屋の計画のこと等報告

・・1・・・・・・・・・・・・・・

.ー゛
1宅;ニ'子,喜・、'、1

、西

14ij1メ武、'§喜1 ヲ
'"巨、イ§途宝W毒,部
秀ヲ立1干ン・ψケ,

都
、、ιtl^,

C-159 '井浦宛書簡

IC-160 、林浦宛書簡

'号

林浦宛書簡C-161

IC-162 、林浦子宛書簡

漫丁163 _林浦子宛書簡

C-164 林浦子宛書簡 1山川菊栄

1山川菊栄C-165 、林浦子宛書簡

C-1β6 林浦子宛書簡 1山川菊栄

,↓ψ■"ツ゛↓、、、、、、、

'

9

j、、、

1昭和10年3月18日

1昭和9年6月21日

毛

、昭和9年8月8日_、、 1934 封書,1通~、1兄上様の御回復を祈念

昭和9年9月19日 封書1通 1兄上様病気見舞いに鶉の卵送付1934
¥

1

1昭和9年10月28日、1934 封書1通東北の凶作地見聞より帰宅後に鶉の卵送付 t

昭和8年8月17日江933 封書1通,姉不幸の節の御見舞い御礼
司

号

、、1貿和9年3月、180 、江934__封晝1通_1姫路師団街宣四旦嘴様お喜びの二とと推察

亡父の墓参に近々松江へ参り度帰路倉敷へ
封書1通 1も参上昭和9年6月5日 江934

11934 封書1通1振作の病状報告昭和9年6月20日

封書1通_1兄上様御病気見舞い昭和9年8月 、1934
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IC・167 林浦子宛晝簡, 1山川,菊栄

林浦宛書簡 山川菊栄C-168

、林浦子宛書簡 1山川菊栄C-169

C-170 林浦子宛書簡 1山川菊栄

林浦子宛書簡_ 1山川菊栄IC-171

C7172 林源十郎宛書簡_1山川菊栄'

林源十郎、浦宛書
山川振作IC-173 簡

林宇良子宛書簡 1炭谷小梅,C-174

林源十郎宛書簡 1炭谷小梅C-175

林源十Rβ宛晝簡_1炭谷小梅C-176

IC-177 林源十郎宛書簡 1炭谷小梅

林源十郎宛書簡 1炭谷小梅C-178

林源十郎宛書簡、1炭谷小梅C-179
1

IC・180 林源士郎宛書簡、,j炭谷小梅_

IC-181 林宇良子宛書簡'炭谷小梅

{C-182 '林源十郎宛書簡 1炭谷小梅

林源十郎宛書簡 1炭谷小梅C-183

C・184 林源十郎宛書簡_炭谷小梅{_

林源十郎宛書簡 1炭谷小梅C-185

林源十郎宛書簡 1炭谷小梅C-186

林源十郎宛書簡、炭谷小梅C-187

C・1部林源ぜ心宛晝簡、炭谷小梅

林源十郎宛書簡'炭谷小梅;C-189

IC-190 、林源十郎宛書簡 1炭谷小梅
よ

IC・191 井源十郎宛書簡,、1炭谷小梅_

、÷J、、、 J/ J,
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゛J卓ト、ノ

、五゛ゞト、十、

^,ーヘモリ

考2{三■,

j

j
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'昭和9年8月6日

___昭和、9年9月7日

昭和9年9月23日

昭和9年H月5日 11934

[昭和10年]1月21日.1935

,昭和1ρ年4月,13日 119距

1昭和10年2月

大正2年4月23日

大正2年4月3日

ミト達§§ミf、'、、、嚇

1

1哲子様御永眠弔詞、九月までは鎌倉で生活
封書1通 1する1934

_、1934___封書1通、兄上様御病気の平癒を祈念・+ーーーーーーーーーー・ー

封書1通 1台風の被害状況伺い1934

1御店新築の記念品拝受に付御礼、家族の近
封書1通、況報告

兄上様順調に御回復の旨喜悦、当方も皆元

封書1通 1気1ミぐ御安心を

,封晝1通_連槌.、氷等拝受,に付御礼
1伯父様御病気見舞い、こちらは体調良好にて

封書1通中学校は無事卒業の見込み1935

封書1通 1御妹様御結婚祝い1913

毛

封書1通,石井友子婚礼に際し御厚情御礼1913

封書1通'1石井氏先貝より咳がひとK身体、弱四、!D配す

'

江914 封書1通1芳子様御永眠弔詞、石井氏病状報告

封書1通 i石井氏永眠、出産後の令嬢友子のこと心配す1

、、ゞゞ3 ".ネ、、ミ11多1、
、、、、、、゛゛、、、↓、

゛,、牙ノ、',、、

1

' 1917

、 1917

江917

^'

1

封書1通

封書1通

封書1通

号

1大原御夫妻御出席にて好都合に紀念会も終
1了

院内一同断食をして感謝会をする、紀念会御
越しを御待ちする

弊己念会へは大原様御夫妻同道にて御越しを
1御待ちする

ゞ

大正2年8月16日・1913

号

1914

11914 封書1通石井氏の葬儀、追悼会の件連絡

1 1墓前会儀での貴弟の司会大原氏の御話に故、、1,1,9'1,4__封書1通二石井弟1_太満足と推察_______!___

封書1通 '石井氏永眠に際し種々御礼1914

22日東京での石井氏追悼会にて渋沢、山路、
安部、山室氏らが演説される封書1通江914

、

■"、_、抽一ー.ーー_
19,1巨__封晝1通→和田q之引越し先探索の上御報知御願

御子息、様御縁談成就御祝封書1通; 1915

1石井弟紀念会の準備進む、大原氏山室氏ら

11916 の御出席心待ちす封書1通

ー、、"'、1-ー、鄭"、"",19、1§_、封晝.1、通,'との食事会笋多忙__{______~,

ε

大正3年1月12日

大正3年1月30日

.大正3年2月3日

1大正3年2月15日

[大正3年]2月15日

1大正3年2月27日

1大正3年3月6日

1大正4年5月14日

大正4年8月16日

。大正5年1月18日

1大正5年4月7日

、太正5集12児、14日

1大正6年1月5日

。大正6年1月9日

大正6年1月22日
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会1'ニ
C-192,林源十郎宛書簡 1炭谷小梅,1大正6年2月15日, 11917 封書1通 jで伝道L三月上旬に、は、帰岡._

塩原にて十日ほど休暇を過ビす、帰岡の節は
ミC二193,林源十郎宛書簡;炭宝ミ小梅 太正6年8月β,日 封書1通_1友愛社の為に尽力す_11917

1""

アヤ子様が御新宅の御主人様見送りに神戸ま
林源十郎宛書簡1炭谷小梅 1大正6年9月6日C-194 封書1通,でお出になることお勧めする江917

'新春挨拶、新春より孤児院役者と連夜集会に
IC-195 林源十郎宛書簡,炭谷小梅.大正7年1月1日 封書1通 1多忙1918

林源十郎宛書簡1炭谷小梅大正7年1月5日 11918 封書1通、1故石井弟を祈念し孤児院内一同断食行う,C-196

浄7197 _林源十郎宛晝簡炭貧ノ1>梅_'大正7午明6日__'191β_封書1通 1娘とよ入院に付病状等二三擢

1ぺテー氏の出立十日に決定、同夫人の送別
林源十郎宛書簡 1炭谷小梅IC-198 [大正7年]7月1日 封書1通 1会霊南教会で行わる1918

号

IC-199 。林源十郎宛書簡1炭谷小梅大正7年11月28日 封書1通 1御母上御逝去のに付弔詞1918

之

{C-200、林彪太郎宛書簡 L炭谷小梅 年不明4月8日 封書1通 先日の礼
1

封書1通
ゞ

IC72QI-一林源士郎宛書簡_1判主卓、静江_1昭和7年1明1,90 11932__(書留)_、.1妹冨恵の縁談、1F付御懇情御礼__{_ 1
i

C-202 石井十次宛書簡,上代淑 1大正2年5月21日 封書1通{金田氏を私の裁縫塾へ招聰の件御尽力御願1913

林源十郎宛書簡 1管けい 封書1通 1病気見舞いC-203 昭和9年7月21日 1934

林源十郎宛、晝簡、、;駒井卓IC-204 昭和7年12月3日 封書1通この度の婚、儀御懇情御礼1932'乢、U .

[父源十郎より彪
C二2旦5 太郎宛晝簡7二掻]、、1_ 、、1林彪太R畷虫逸,留学中,及び帰朝以降の書簡エ゛見、凡風、、゛"^ .^ム゛斗 1

IC-205-1 林彪太郎宛書簡 1林源十郎'大正12年2月巧日江923 便笥3枚 1幼稚園用の時計依頼ほか 1封筒なし

C・205-2 林彪太郎宛書簡 1林源十郎 1大正12年2月22日、1923 、便笈6枚 1御送付の宗教画好評、支店の店卸完了す 封筒なし'

C・205-3 林彪太郎宛書簡;林源十郎 大正12年3月β日_11923 _便篝2枚、,会堂建築工事本館工事は終了す_、 _1封筒なしユ

Cサ2Ω5二4_林彪太郎宛晝簡、1林源十郎__1↓大正12午1児日,不明、1923 _便笈5枚 1多忙______
/b.・. 1 1

封筒なし゛J^J^「゛リ Y

5

C-205-5 林彪太郎宛書簡 1林源十郎 大正12年3月25日江923 、便篝2枚 1独逸引上げの日伺い 封筒なし
毛

IC-205-6 林彪太郎宛書簡1林源十郎大正12年3月29日 11923 便笑1枚1海運積到着目下神戸にて引き取り中 1封筒なし
IC・205サフ林彪太郎宛晝簡1林源十郎 1大正12年4月8日

C-20578_林彪太郎宛晝簡.林源ナ郎___太正12年4月19貝"

C-205-9 林彪太郎宛書簡 j林源十郎、大正12年4月14日 11923 便箆3枚1仏国入国の時期伺い、児島氏は近々帰朝ヨ 1 -1

之

IC・205-10'林彪太郎宛書簡'林源十郎 大正12年4月22日 1923

1923_、便笈2枚_'高野氏入港御託しの荷物入手す_ 1封筒なし

1オルガンの免税手続済む、倉紡病院6月1日に1
,1閉院1三決定___________{1、赴筒なし192魚._便範2枚

封筒なし

'便笈3枚捧堂式5月22日に決定、富喜の縁談成立す 1封筒なし

金森氏地方伝道に御熱心、私も延岡、高鍋等1
^ 1

§、Y

↓¥、セ"、'

2,j武弓

之
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,1¥
器然' N、、
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、え、,,え、 N、兇句"

1百録一 1、1111M-、,
IC・2057H,井彪太郎宛書簡.j林源ナ郎

C・205-12 赴彪太郎宛書簡,林源十郎

C-205-13 林彪太郎宛書簡;林源十郎

C-205-H 林彪太郎宛書簡;林源十郎

C・205-15 林彪太郎宛書簡 1林源十郎
}

IC・2Ω5716、林彪太郎宛書簡、,1林源士吹旦

C-205-17 林彪太郎宛書簡林源十郎

C・205-18'林彪太郎宛書簡 1林源十郎

C・205-19 林彪太郎宛書簡'林源十郎

C・205-20 林彪太郎宛書簡 1林源十郎

C・205-21 林彪太郎宛書簡 1林源十郎

C-205-22 林彪太郎宛書簡 1林源十郎

C・205-23 林彪太郎宛書簡 1林源十郎

C・205-24 林彪太郎宛書簡 1林源十郎

C・205-25 林彪太郎宛書簡 1林源十郎

C-205-26。林彪太郎宛書簡 1林源十郎
'

C・205-27 林彪太郎宛書簡 j林源十郎

C・205-28 林彪太郎宛書簡_、1林腹_→t郎
'

C-205-29 林彪太郎宛書簡;林源十郎

C・205-30 林彪太郎宛書簡 1林源十郎
キ

C・205-31_林彪太郎宛晝簡 j林源十郎

ゞ

C・205-32,林彪太郎宛書簡_1林源十郎
1

1梅御C-205-33 林彪太郎宛書簡

ic-205-34 林彪太郎宛書簡 1林源十郎
ヨ

IC・205-35 林彪太郎宛書簡 1林源十郎

゛-0 望武ーモ.武,,ニノ
J J^、Ξ{寺、、Y "/1、

、、, C軍、'、ノ、ノ

1ふきの結納5月12日に挙式、三月までの本店

1封筒なし大正12年4月24日江923 便笈2枚1支店の売上報告

大正12年5月β日,1,1923 __便篝7枚,1児島氏三日、帰倉、ふき12戸、に霊南坂歓会にて封筒なし
封筒なし大正12年5月10日江923 、便箆2枚 1信用状大阪より英国あてに郵送す

号

1大正12年5月24日 11923 便笈3枚1取敢えず金弐拾円英国へ送付す 封筒なし

便筵3枚1追加の三十円為替に丈英国大使館宛に送付琴封筒なし大正12年6月1日 ; 1923

1今春着の仏国種子肥料不足にて不成績、子
、討筒なし1923 便笈4枚,'等の写真近々送付す_大正12年6月9日

封筒なし大正12年6月10日江923 便箆2枚 112日家庭集会を開催

便笈6枚 1教会設立記念日のこと、営業税調査委員選挙(封筒なし、大正12年6月18日 1玲部

1封筒なし大正12年6月25日江923 便筵3枚、1倉數教会伊崎,牧師を迎え盛況

児島氏買入の絵画展覧会のこと、田崎牧師の
、封筒なし[大正12年]6月25日 1,19、23__便範8枚 1路イ髪説教の三と,等7報

封筒なし便筵2枚,本月1日より開業の倉紡病院の様子一報大正12年7月5日 1923

'封筒なし便筵6枚、西村伊作氏来倉講演会に臨席す大正12年7月9日 1923

i箱根丸入港原田井上の二氏帰朝、荷物無事
封筒なし大正12年7月13日 1923 便箆5枚 1受取るJ乢、風^J^ J^^^、、^乢

'

1封筒なし1大正12年7月、契貝_j1923 便篝1枚_1中央病f左岡.太の病院以上1三盛況

便笈5枚,本支店の様子、第三回展覧会の事等一報 1封筒なし大正12年8月5日 、 1923

英国よりの小包追々到着、田崎牧師本年按手'
封筒なし大正12年8月15日江923 便篝3枚礼を受けられる

、封筒なし大正12年8月17日・1923 便篝、1枚宇野で撮影の写真送付す_

関東の震災甚大にて御帰りの船横浜寄港は
号
号

大正12年旦月23、日 1923_便篝6枚 1困難か 1封筒なし
1後欠
1封筒なし{大正12年拐日不明1923 、便笈2枚;関東震災の詳報

j封筒なし便笈4枚 1震災の被害号外ごとに甚大になる1大正12年9月2日

便箆6枚..1震災後の山川、井上家の近況「報 1封筒なレ大正12年9月9日

大正12年9月12日 11923

J三三J鷲W儉暦. '

年月日不明

[大正12年]8月25日江923

'[大正12年]7月1日 1923

田崎牧師への御礼金の件

1県会議員選挙のこと、中央病院のこと等一報
井上隆一香港へ帰任不在中ふきは当方で預
'ることとなる

、、i、

ま'望ヲ§蔓、

ー、形.

'

、

1封筒なし

1封筒なし

1封筒なし

τ

便箆4枚二山川'、井上家より震災佐の避難先等報知ある封筒なし,
サ欠

号

12

便笈2枚

便笈2枚

便笥1枚
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目、

C・205-36 林彪太郎宛書簡 1林源十郎

之

IC・205-3、フ,林彪太旦旦宛書簡,林源十郎

C-205-38 林彪太郎宛書簡,林源十郎

C・205-39 林彪太郎宛書簡 1林源十郎

C・205-40 林彪太郎宛書簡_1林源十郎

IC7205-41 林彪太,β宛書簡_林源十郎

C-205-42 林彪太郎宛書簡 1林源十郎

IC-205-43 林彪太郎宛書簡,林源十郎

C・205-44 林彪太郎宛書簡'林源十郎

C・2Ω5・師_林彪太郎宛晝簡 1林源十郎

C-205-46 林彪太郎宛書簡}林源十郎

C-205-47 林彪太郎宛封筒 1林源十郎

C・205-48 林彪太郎宛封筒 1林源十郎

C・205→9 林彪太郎宛封筒、i林源十郎
'

IC-205-50 林彪太郎宛封筒 1林源十郎
之

C-205-51 林彪太郎宛封筒'林源十郎

[母浦より彪太郎

宛書簡一括]__IC-206

;C叉206-1.林彪太郎宛晝簡'、、1林浦,

'[大正12年明日不明1923

1

三JQ キ

J,

'§
^

繋月肩和暦)

[大正12年明日不明1923

_1太正1、1年5月8旧_ 1922

,大正13年4月21日 1924

大正Ⅱ年5月9日 1922

号

[大正11年]8月21日 11922

.大正U年8月5日 1922

之

大正H年10月 He 1922

'大正11年10月14日 1922

.大正11年10月15日 1922

号

1!大正U,年1月,日不明1922

大正12年8月5日 1923

'

大正Ⅱ年H月消印江922

、大正12年8月26日_j1923

'大正11年5見9日 1922
、^゛"'抽ιι"、、十

'大正11年5月8日 1922

大正13年4月21日 11兜4

N"、^、^ー、^、゛゛

、、 喪、選越交
、^、 JJ ゞ、0、,ノ

キ、t'^^ぎ畢

西暦

.封筒なし

七

{封筒なし

封筒なし

封筒なし
1

封筒なし

{封筒なし

封筒なし

§、、ミミ゛゛'イ',、

C-206-5

IC-206-6

↓、C゛、、、'1 ナノイ

号ゞ J1珍'

、、 J/

'、イ●、゛、、、、、 J 」1、、

便笈2枚震災後の日本の状況報告

便笥1枚神戸よりの手紙、宇野沖よりの電信拝、見

便筌2枚お浦の病状等一報

便笥1枚門司に安着伺い

ハガキ1

欣四郎の洋服安価なものあらば御送付御願枚

ハガキ1

枚 小野田氏の子供死去の一報ほか

ハガキ1

原田氏の妻男子出産一報枚

ハガキ1

枚 独逸製のピアノ購入の件に付

ハガキ1

枚__.1神幸祭のこと等一報

ハガキ1

'ニ、

武^'、 、、υノ
J、
Y /

1〔大正H年拐日不明1922

1年月日不明

ノ'゛、、キ、、
f 、、

傑試普一
'1■11ξι、剛金ミえ子叫゛弍

ノ、、、

C-206-フ

13

封筒なし

尋

'、JJ孝゛→゛JICπノ'/J、、J、

,ノ,4/ゞ＼、゛,兇゛武

大正11年5月17日 11922

[大正Ⅱ年拐日不明1922

大正H年7月23日 1922

大正H年10月?4旧.11922

大正U年旦月26日_;1922

IC-206-8

琴途讐ンニ"
欝ゞ会1,二璽

封筒なし

、'1封筒なし

ミ封筒なし

;封筒なし

C-206-2

1

IC-206-3

林彪太郎宛書簡 1林浦

枚 1ハンプルグ発のピアZ間も無く到着の見込み

ハガキ1

林彪太郎宛書簡'林浦

林彪太郎宛書簡 1林浦

林彪太郎宛書簡林浦

林彪太郎宛書簡林浦

林彪太郎宛書簡 1林浦

林彪太郎宛書簡 1林浦

C-206-4

1シカゴの小田島氏の宿所の件一報
号

阿虫逸、伯林あて

1アメリカ、シカゴ小田島央様気付

_1門司市箱根九宛_

,門司市箱根丸宛

i東京駅ステーシヨンホテノレ宛

1林彪太郎独逸留学中及び帰朝以降の書簡_

_便篝3枚 1、御出、立後_の,子供らの隊子等ブ報,
号

1無事マルセイユ到着の知らせに安堵、家族ら

、便笈6枚 1の様子一報

1マルセイユからの葉書拝受、留守家族の様子
便笈6枚 i一報

立

便饗6枚 1みき子のお産準備のこと等報告

'便笈1,1枚みさ子失子,等の様そ二翹

便笑12枚.富喜の結婚報告ほか

'便笈6枚目的の地への無事到着を祈念す

便笈1枚 1来訪不能に付断り
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●、・.Nf、
C・206-9 林彪太郎宛書簡'林浦

C-206-10 林みき子宛書簡登志子

C・206-11 林彪太郎宛封筒 1林浦

1「一枚の最後に残ったこの衣神の為には猶脱
1がんとぞ思ふ林源十郎老兄」

コ^

Y、^^J"J^J"

ヂ、ノ

ιj4,

D:写真その他

、、 4 、、、
キト、 ゛、f 1雫ノ・

'ミ、、1今t点r、1,レ1々ン'弌ぞ

;P.武

年月日不明

林源十郎夫妻と大
原孫三郎、石井十
次

1軸装、
木箱入り

;D-2

〔太正1,1午]4月14日 11922

年月日不明

ー゛Rンシ,ーリ气

1 ゞ"、、"゛、'ヲ裳

D-3

山室軍平肖像

、、゛弐Ⅷ

遵選・
ーノ

ID-4
1、^、玉

東京日々写真

山室軍平肖像 1班[撮影] 昭和10年2月
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